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は じ め に

前稿１）で，帝国農会幹事・岡田温の帝国農会幹事時代（大正１０年４月～昭

和１１年９月）の活動のうち，大正１０年～昭和５年まで考察したが，本稿では

昭和６（１９３１）年の温の活動について考察することとする。本年は，昭和４年

１０月アメリカに端を発した大恐慌が世界恐慌に発展し，日本はその影響をモ

１）拙稿「帝国農会幹事 岡田温�～�－帝国農会幹事時代�～�－」（『松山大学論集』第１８
巻第１号，２，５，６号，第１９巻第２，３号，２００６年４，６，１２月，２００７年２，６，８
月）。



ロに受け，全般的恐慌状態，いわゆる昭和恐慌の真っ只中にあった。中でも農

業・農村の恐慌状態は酷く，農産物価格は暴落し，農家所得は激減し，農家負

債は増大し，農民は窮乏のどん底に陥った。また，昭和６年秋の産米は東北，

北海道の冷害・凶作で農村不況は深刻化した。帝国農会はこの昭和恐慌，農

業，農村不況，農民危機打開のために，下からの農政運動を盛り上げていき，

温がその中心的役割をになっていた。

第１１章 昭和６年

昭和６（１９３１）年，温，６０歳から６１歳にかけての年である。帝国農会の幹

事を続けている。

本年は農業，農村，農民の危機がさらに深まった。繭価（全国平均上繭１貫

当たり，春蚕）は昭和４年には７円５７銭であったが，５年には４円，６年に

は３円８銭に大暴落した。米価（暦年平均，１石あたり）は昭和元（１９２６）年

の３７．８６円が，２年に３５．２６円，３年に３１．０３円，４年に２９．０７円へと一貫し

て下落していたが，５年に２５．６０円へと暴落し，６年には１８．４７円と最悪の水

準に落ち込んだ。２）この米価暴落の原因は，前年発生のアメリカの大恐慌が日本

に波及し，昭和恐慌となり，日本を恐慌状態に陥れたこと，また，朝鮮・台湾

からの移入米の激増が続いたこと，そして，昭和５年産米の大豊作のためで

あった。ところが，６年産米は東北・北海道が冷害のため，凶作となったが，

米価は上がらず，農村不況が続いた。日本農業の基軸である米価と繭価の大暴

落は，農家を窮乏させた。農家負債総額は，帝国農会の調査では，農業恐慌前

には４０億円を下らないと推定されていたが，昭和６年には６０億円と推定され

た。それは１戸平均１，０８３円で，昭和６年の平均農家所得（５５２円）の約２倍

にあたり，３）深刻な社会問題となった。

２）加用信文監修，農政調査会編集『改訂日本農業基礎統計』（農林統計協会，１９７７年）５４６
頁。大日本蚕糸会『蚕糸年鑑』（昭和８年版）６３，１８４頁。
３）帝国農会調査部「農家負債調査」（『帝国農会報』第２１巻第６号，昭和６年６月，７０～７１
頁）。加用信文監修『改訂 日本農業基礎統計』。
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また，昭和恐慌時の政権は浜口雄幸民政党内閣（蔵相は井上準之助，農相は

町田忠治）である。井上財政下，金解禁，財政緊縮，行政改革が推進された。

また，町田農相下，農業・農政に対しては厳しい政策が打ち出された（郡農会

の廃止，農林商工両省の合併問題等々）。さらに，町田農相は帝国農会の役員

人事にも介入した（政友会よりの矢作栄蔵会長の交代）。

この米価・繭価の暴落，また，浜口内閣の厳しい農政に対し，帝国農会は１

月に道府県農会長会議，３月にも再度道府県農会長会議，６月には８大農区代

表道府県農会長協議会，７月にも２度にわたり道府県農会長協議会を開催し

た。また，農業団体連合大会も開催し，農業恐慌対策や農林商工両省合併反対

等に取り組み，下からの農政運動を強力に展開した。温はその運動の中心的位

置にいた。

以下，本年の温の多忙極まりない活動を見てみよう。

第１節 帝国農会幹事活動関係

昭和６（１９３１）年，温は正月を故郷で迎えた。１日は石井小学校における新

年宴会に出席し，不景気対策について講話，２日は農産物価格について研

究，３日は来客者に応対，４日は門田晋愛媛県農会長を訪問し，県農会問題，

府県農会長会議等について協議した。

１月６日，温は東京での帝国農会幹事としての活動のために上京の途につい

た。この日，夜６時２０分高浜港発の八島丸に乗船し，翌７日午前６時神戸に

上陸し，９時７分発の急行（３等）に乗り，上京，午後９時帰宅した。なお，３

等に乗車したのは「昭和六年ノ大節約」のためであった。

１月８日から温は帝国農会に出勤し，種々の業務を行った。８日は道府県農

会長会議案の作成，９日は帝農の幹事会を開催し，道府県農会長会議提出案を

決定，１０日は米に関する各方面からの質問に回答等，１１日は矢田村の基本調

査，１２日は帝農の評議員会を開催し，池沢正一委員（千葉県）出席の下，道

府県農会長会議提出案を決定した。１３日は農政協会常務理事会を開催し，松
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岡，小金井，麦生，池沢，原，菅野ら出席の下，農政運動を協議し，道府県農

会長会議の決議に従い，行動することを決定した。１４日は午後１時より帝農

にて関西府県農会長会議（兵庫県農会主催，帝農は陪席）があり，温も陪席し

たが，関西の幹部たちは農会長大会開催を要求し，閉口している。この日の日

記に「午后一時ヨリ関西府県農会長会開催。但シ，右ハ兵庫県農会主催ニテ，

帝国農会ハ陪席セルノミ。農会長大会開催ニ付反対意見ヲ述べタルモ，植松，

山脇，門田ノ有力者ハ開催説ニテ閉口ス」とある。関西府県農会の下からの突

き上げが判明する。

１月１５日から３日間，帝国農会は道府県農会長会議を開催した。１５日午前

１０時半より開会し，矢作会長挨拶の後，増田幹事が庶務について，吉岡幹事

が販売斡旋について，高島幹事が小作法案，農家負債整理について，そして温

が米生産費調査について報告し，ついで，協議事項の審議に移った。協議事項

は「米価対策に関する件」「蚕業対策に関する件」「農家負担軽減に関する件」

等であった。「米価対策に関する件」については温が提案説明したが，各府県

の農会長等からは「朝鮮米の移入が制限されないために買上げの効果がないで

ないか」（奈良の福井甚三会長）「農村の現状は第二次買上其他有力なる対策の

実行によらなければ到底救はれない」（広島の麦生富郎幹事）等の不満の意見

が相次いだ。４）１６日は午前１０時より各委員会が開かれ，温は第１委員会（米価

対策，農家負担軽減等）に出席，そして，午後２時本会議が開かれ，「米価対

策ニ関スル件」「農家負担軽減ニ関スル件」「蚕業対策ニ関スル件」「刻下ノ情

勢ニ際シ，農会ノ経営ニ関スル件」が決議された。このうち，「米価対策ニ関

スル件」は，「甲，応急対策。一，農村ノ窮状ニ鑑ミ，政府ハ速ニ二百万石以

上ノ第二次買上ヲ実施セラルルヤウ極力要望スルコト。右買上価格ハ生産費ヲ

十分考慮セラレタキコト。二，米穀法運用資金ノ充実ヲ期スルタメ資金限度増

加案ヲ本議会開会当初ニ提出セラレタキコト。三，道府県ニ於ル罹災救助基金

４）『帝国農会報』第２１巻第２号，昭和６年２月，１１３～１１４頁。
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ニ依ル米買上ヲ促進セラレタキコト。四，貯蔵米穀ニ対シ，一石三円ノ奨励金

ヲ交付セラレタキコト。五，朝鮮米ノ月別移入統制ヲ励行セラレタキコト。六，

政府所有米ノ海外輸出ヲ今一層促進セラレタキコト。乙，恒久策。一，米穀調

査会ノ決議事項ヲ速ニ実現スルタメ米穀法改正案ヲ本会議ニ提出セラレタキコ

ト」であった。５）終わって，委員を２組に分け，農相と内相を訪問し，陳情し

た。１７日も道府県農会長会議を延長し，決議実行方法を協議し，拓相，政友，

民政両党を訪問，陳情した。また夜，農政協会常務委員会も開催した。１７日

の日記に，「道府県農会長会議（延長）ヲ開キ，実行方法ヲ協議ス。近来ニナ

キ真剣味ノ議論タタカハサル。会長，副会長ムキニナリ，論議ス。松田拓相訪

問…。各農区一名ツヽ自分引率。午后政友会，民政党本部ヲ訪問シ，農村ノ窮

状ヲ訴フ。再ビ集合シテ実行委員其他ノ協議ヲナシ，散会ス。曙ニテ農政協会

常務委員会ヲ開ク。松岡，麦生，松山，池沢，菅野ト各幹事出席。気焔ヲ挙グ」

とある。１８日，温は運動委員とともに，幣原首相代理に面会し，帝農の決議

を陳情した。１９日も運動委員が会合し，農林省を訪問，陳情した。そして，

ひとまず運動委員は帰国することにした。

１月２０日以降も温は種々業務，農政運動を行い，また出張した。２０日は道

府県農会長会議の運動計画案の考察，２１日は八田宗吉代議士に会い，農政研

究会開催について協議，２２日は農林省の荷見米穀課長を訪問し，米穀買上げ

の「強制談判」を行い，また，正副会長と米価対策について協議，２３日は運

動委員の松岡，石坂，池沢が来会し，朝鮮米移入統制について衆議院に朝鮮総

督府の児玉政務総監を訪問せんとしたが，居所不明にて面会しえなかった。ま

た，この日，村上国吉，荒川五郎代議士と農政研究会幹事会の開催を協議し

た。

１月２３日，温は午後６時東京発にて静岡県に出張の途につき，１１時１５分

静岡市につき，宿泊し，翌２４日，静岡県志太郡藤枝町の農学校に行き，１１時

５）同，１頁
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より志太郡農会主催の農業倶楽部の講演会に出席し，「自覚の研究」と題し，２

時間ほど講演し，終わって，午後３時３９分焼津発にて帰京の途についた。

１月２５日，午後５時より帝農評議員会を開き，岡本，加賀山，池沢，八田

委員出席の下，米買上げ，硫安関税問題（硫安製造会社が，輸入硫安のため国

産の価格が安いとして政府に働きかけて関税を付加し，価格維持を運動しよう

としていることに反対）を協議した。２６日は衆議院に行き，西村代議士，土

井代議士と農政研究会幹事会の打ち合せ，また，村松，松田代議士と農村問題

の協議，２７日も衆議院に行き，農村代議士と会談，２８日は運動委員の松原（滋

賀），石坂・高井（埼玉），有馬（茨城），麦生（広島）らとともに農林省の松

村農林次官を訪問し，米買上げの陳情，２９日も運動委員とともに商工省を訪

問し，田島商工次官に硫安関税付加反対を陳情，あと，内務省を訪問し，潮内

務次官に罹災救助基金による米買上げを陳情，３０日午前は運動委員，矢作会

長と米穀委員会に関する打ち合せ，午後は今後の米穀問題対策，硫安問題対策

を協議した。３１日も運動委員と米穀委員の藤田四郎（貴族院議員）らを訪問

し，米買上げを陳情，また，町田農相を訪問し，陳情した。

２月も温は種々の業務，農政運動を行い，また出張をした。１日，温は運動

員を２組に分け，温は松原五百蔵（滋賀県農会副会長），高島一郎幹事と田昌

衆議院議員（民政党，大蔵政務次官）を訪問し，目下の農村問題について陳情

した。また，この日，午前１１時より開催の政府の米穀委員会は内地米１００万

石の買上げを決めた。この日の日記に「米穀調査会（注，米穀委員会の間違い）

開会。百万石買上ヲ決ス。右ハ可及的旧年末ニ決行ノ意。矢作会長ト共ニ池田，

土井両氏来会。運動委員モ大体満足ス」とある。２日は増田幹事が運動委員を

帯同して俵商工大臣を訪問し，硫安関税反対の陳情をし，米買上げも決まり，

これでひとまず運動委員の運動を打ち切ることにした。３日は運動委員一同が

米穀委員へのお礼廻りを行い，帰郷した。

２月４日，午後５時より偕楽園にて，農政研究会の幹事会を開催し，政友会

から東武，土井権大，東郷実，高橋，加藤，民政党から西村丹治郎，村上国

６ 松山大学論集 第２０巻 第４号



吉，岡本実太郎，帝農側から矢作，安藤の正副会長，幹事，および道府県農会

実行委員らが出席し，米穀法並びに米穀特別会計法改正，硫安関税問題等につ

いて協議した。５，６日は硫安引き上げ反対理由の執筆等，７日は帝農創立

２０周年記念号の原稿を執筆し，また午後５時より鉄道協会にて貴族院議員と

の農政懇談会を開催し，貴族院側から上山満之進，野村益三，堀田正恒ら２１

名，帝農側から正副会長および各幹事，地方から松岡，松山，原，菅野らが出

席し，現時農村不況の実情ならびに対策について協議した。６）８日は農政研究と

海南新聞の原稿執筆，１０日は硫安値上げ反対の原稿執筆を行い，また午後５

時より在京評議員会を開催し，岡本，加賀山，池沢委員出席の下，道府県農会

表彰者を決定した。１１日は率勢米価に関する原稿，１２日は矢作会長執筆の硫

安価格引き上げ反対理由書を各幹事と検討，１３日は西ガ原に行き，安藤副会

長と硫安値上げ反対理由書を相談し，また午後６時より 翠軒にて農政研究会

小委員会を開き，西村，小西，岡本，東郷，土井らの出席の下，農業問題につ

いて懇談，１４日は硫安価格引き上げ反対理由書の清書，１５日は米穀法改正に

関する所見を執筆した。

２月１６日，温は午後７時２４分上野発にて金沢に出張の途につき，翌１７日

午前７時４０分金沢に着いた。この日，温は午後１時より兼六公会堂にて開催

の町村農会幹部講習会に出席し，来会の１２０余名に対し，農業経営を基礎とせ

る農政について２時間ほど講義した。１８日も午前９時より午後４時まで講義

し，終わって，６時２０分金沢発にて帰京の途につき，翌１９日午前６時４０分

上野に着し，小憩の後，帝農に出勤した。

２月２０日，温は正副会長出席の下，幹事会を開催し，また，米生産費弁

明，農政研究会総会の宣言書の執筆等を行った。２１日は実科問題で，帝大に

古在，町田教授を訪問，また，増田幹事と議会に行き，農政研究会幹事と議案

につき懇談，２２日は米生産費の弁明の原稿を執筆した。２３日は午後６時より

６）『帝国農会報』第２１巻第３号，昭和６年３月，１４７頁。
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帝農にて農政研究会総会を開催し，２２名が出席し，矢作会長が議長となり，

澱粉輸入関税引き上げ，農家負債整理，農家負担軽減問題等を協議した。７）２４

日は農林省案の米生産費調査方法への反駁文の執筆，２５日は郡農会廃止反対

理由の執筆，また，農林省の米生産費調査方法に反対の記者会見等を行った。

２月２６日，温は午後３時５分上野発にて福島県における農業経営合理化研

究会での講義のために出張し，１０時半福島に着き，自動車で桑折に行き宿泊

した。２７日，温は桑折の蚕業取締所支所にて開催の伊達郡を区域とする農業

経営合理化研究会に出席し，来会の１６０余名に対し，終日講義を行った。しか

し，疲れのためか，途中で貧血を起こし，２時間ほど静養している。２８日も

午前１０時より１時間ほど講義を行い，後，研究会に移り，質疑応答を受け，

午後２時福島に帰り，３時４０分発にて帰京の途につき，８時１０分上野に着

き，帰宅した。

３月も温は道府県農会長会や議会対策等種々業務を行い，また出張した。１

日は高橋亀吉依頼の農村社会問題研究会のための原稿執筆，２日は郡農会廃止

反対理由書を執筆した。３日，温は突然神経痛を起こしたが，無理に出勤し

た。温ら幹事たちは農政運動を盛り上げるために府県農会長会の開催を主張し

たが，安藤副会長の反対により，実現せず，運動委員２２府県の召集となっ

た。４～６日，温は終日休養した。７日，温は帝農に出勤した。この日，兵庫

にて開催の緊急関西府県農会長会（３月６日）に出席していた高島一郎幹事が

その決議（米穀法の改正並びに運用上に関する件，硫安問題対策に関する件，

農村救済促進に関する件，農会経営上に関する件）を持ち帰り，８）形勢変化し，

急遽１１日に道府県農会長会議を開催することを決めた。この日の日記に「高

島幹事，兵庫ノ関西農会長会（出席）ヨリ帰リ形勢変化，九日ヨリノ実行委員

会ヲ中止シ，十一日道府県農会長会ヲ開クコトニナリ，直ニ電通ス」とある。

ここでも関西府県農会の下からの突き上げを見て取ることが出来る。８日，温

７）『帝国農会報』第２１巻第３号，昭和６年３月，１４８頁。
８）『帝国農会報』第２１巻第４号，昭和６年４月，１２２頁。
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は終日在宅し，率勢米価反対論の原稿を執筆，９日は出勤し，道府県農会長会

の問題を協議，１０日は道府県農会長会の準備，また在京評議員会を開催し，

岡本，加賀山，池沢，八田委員出席の下，道府県農会長会議提出議題を協議し

た。

３月１１，１２日の両日，帝国農会主催の道府県農会長協議会が帝農事務所に

て開催された。１１日午前１０時半開会し，矢作会長の挨拶の後，直ちに協議事

項の協議に入った。協議事項は，�郡農会問題に関する件，�米穀法並米穀需

給調節特別会計法改正に関する件，�硫安問題に関する件，�養蚕農家統制に

関する件等で，�については吉岡幹事，�については温が説明し，質疑の後，

委員会に分かれて協議した。翌１２日も午前委員会，午後総会を開き，�郡農

会問題に関する決議（系統農会の中枢である郡農会を廃止せんとする農会法改

正法律案反対），�米穀法並米穀需給調節特別会計法改正に関する決議（最低

基準価格決定に当って帝国農会における調査方法を採用すること，朝鮮米の移

入統制に関し徹底せる計画を樹立すること），�硫安問題に関する決議（輸入

硫安に対する関税付加反対），�養蚕農家統制に関する決議（蚕糸業組合統制

法案反対）等を決議した。また，政府上程の地租法案（負担軽減）通過の陳情

を決議した。総会を終わり，神奈川，兵庫ら２２府県農会の実行委員を指名し，

運動にあたることにした。９）１３日，運動委員が参集し，運動方法を協議し，手

分けして，衆議院，貴族院議員を訪問することになり，温は松岡勝太郎（岐阜

県農会副会長）とともに衆議院に行き，村上国吉代議士に面会。１４日も運動

委員が参集し，前日の報告をし，議員への運動を続け，温は衆議院に行き，西

村，村上，荒川，東郷，東，高橋，土井代議士等を訪問。１５日は日曜日で終

日在宅。１６日は衆議院に行き，民政党の桜内，小道，富田代議士を訪問し，

郡農会廃止反対を陳情。１７日も衆議院に行き，西村，東代議士等に面会し，

陳情した。１８日最後の運動を行い，温は衆議院に行き，佃，谷原代議士等に

９）『帝国農会報』第２１巻第４号，昭和６年４月，１２７頁。
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面会した。そして，午後帝農に運動委員が参集し，矢作会長出席の下，運動を

協議し，郡農会法改正案（廃止法案）は２３日上程だが，審議未了のめどがつ

いたとして，数名の委員を残し，運動委員の帰任をきめた。この日の日記に「会

長出席，運動委員ヨリ経過報告，農会法改正ハ二十三日上程ノ予定，米穀法ノ

見込モツキタルヲ以テ，松岡，松山，池沢，石坂ヲ運動委員トシ，其他ノ委員

ハ解散ス」とある。１９日は幹事会を開き，４月２３，２４日に道府県農会長会を

開催することを決めた。２０日は米穀法改正問答の執筆を行い，また，正副会

長出席の下，幹事会を開いた。２１日は地租法案の通過危うしとの情報に接し，

急遽，正副会長，増田幹事が会合し，実行委員上京を決定し，その旨伝達のた

め，増田幹事が温を訪れた。２２日，温は増田幹事とともに貴族院議員の糸原

代議士を訪問し，地租法案の情勢を聞いたが，情勢は混沌としていた。この日

の日記に「増田君ト神田龍名館ニ糸原武太郎貴族院議員ヲ訪問シ，地租法案ニ

対スル情勢ヲ聴ク。研究会ノ態度悪化ノタメ，形勢混沌トナル。松岡勝太郎氏

出京。午后，松岡，増田三人ニテ貴族院小林氏訪問，小畑男爵，高橋氏ト協議

シ，運動方針ヲ決シ，帰会…。道府県農会並ニ地租法委員ニ打電ス」とある。

２３日，温は松岡と貴族院議員の小林暢，伊藤太郎兵衛を訪問し，陳情，また

衆議院の西村丹治郎，村上国吉代議士に面会し，郡農会廃止反対を陳情した。

なお，この日，衆議院に農会法改正案（廃止法案）が上程され，９名の委員に

付託された。２４日，運動委員の松岡，池沢，麦生および増田幹事は終日議会

につめ，郡農会改正法案，地租法案を見守っていた。１０）

３月２４日，温は議会中の緊迫の中，午後８時１０分東京発にて，奈良県に出

張の途につき，翌２５日午前６時５０分京都に着き，奈良に向かい，午後１時よ

り宇陀郡松山町の宇陀中学校にて開催の奈良県農会主催の農会幹部並びに総代

講習会に出席し，約１００名に対し農業経営について講演を行い，生駒館に宿泊

した。この日，衆議院では郡農会廃止法案の採決がなされ，全会一致で否決さ

１０）『帝国農会報』第２１巻第４号，昭和６年４月，１２８～１３０頁。
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れた。１１）２６日，温は吉野郡上市町に行き，午後１時より郡農会会議室にて開催

の講習会に出席し，約１００名に対し，前日と同様の講演を行い，三崎楼に宿泊

した。２７日は宇智郡五条町に行き，午後１時半より小学校女子部講堂にて開

催の講習会に出席し，１２０余名に対し，昨日と同様の講演を行った。質問多く

でたため，質問に十分こたえ，名月楼に宿泊した。なお，この日，貴族院で地

租法案が可決された。１２）２８日，温は午前８時五条町を出て，山梨県に向かい，

午後８時１９分甲府に着し，謹露館に宿泊した。２９日，温は山梨県県会議事堂

にて開催の山梨県農村経営研究会に出席し，「農業経営と経済政策の不調和」と

題して２時間余り講演を行い，終わって６時５分発にて帰京の途につき，１０

時４０分東京に着した。３０日は内務省を訪問し，赤松君の就職活動依頼等。３１

日は農会改造私見を執筆し，また正副会長出席の下，幹事会を開催した。

４月も温は種々業務を行い，また，出張した。１日は農会改造問題を考案

し，また，内務省を訪問し，赤松君の就職依頼等した。２日は農会改造問題に

ついて幹事，参事にて協議を行った。３日は終日在宅し，原稿を執筆した（著

作の第２章「資本主義と非資本の折衝」）。４日は農会改造問題の原稿を執筆し，

また，午後西ガ原に安藤副会長を訪問し，率勢米価と米生産費について協

議，５日は終日在宅し，農会改造問題の原稿を執筆，６日は農会改造問題で，

幹事，参事の委員会を開き，具体案を作成した。

４月７日，温は午前９時４０分東京発にて農会幹部講習会のため滋賀県に出

張の途につき，午後７時３８分大津に着き，元禄旅館に投宿した。８日，温は

午前６時５０分宿を出て，神崎郡八日市町に行き，終交館にて開催の滋賀県農

会主催の農会幹部講習会に出席し，来会の１２０余名に対し，午前９時から午後

２時まで農会経営と農政問題について講演を行った。終わって，彦根町に行

き，楽々園（井伊侯の中屋敷）に投宿した。９日は愛知郡愛知町に行き，同郡

農会楼上にて開催の講習会に出席し，来会の２４０余名に対し，前日と同様の講

１１）『帝国農会報』第２１巻第４号，昭和６年４月，１３０頁。
１２）同，１３０頁。
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演を行い，楽々園に帰宿した。１０日，彦根町公会堂にて開催の講習会に出席

し，来会の３００余名に対し，午前９時より午後２時まで講演した。１１日は坂

田郡長浜町に行き，同町公会堂にて開催の講習会に出席し，来会の３４０余名に

対し，前日同様の講演を行い，井筒屋に投宿した。１２日は東浅井郡虎姫町に

行き，同町小学校にて，来会の１７０余名に対し講演を行い，終わって伊香郡木

下町に行き宿泊。１３日は木下町惟香館に行き，来会の１３０余名に対し，午後

２時まで４時間にわたり講演した。終わって，午後７時４０分米原発にて帰京

の途についた。なお，この日，浜口首相の病状悪化のため，内閣総辞職してい

る。

４月１４日，温は午前６時東京に着し，一旦帰宅後，出勤し，帝農主催の販

売斡旋所長会議に出席した。なお，この日，若槻礼次郎民政党内閣（第２次）

が成立している。日記に「若槻内閣成立。俵，松田，宇垣三大臣退キ，南，桜

内，原氏入閣」とある。１５日も販売斡旋所長会議に出席した。１６日は販売斡

旋主任者協議会に出席した。１７，１８日は帝農主催の農家生産物配給改善協議

会１３）（農林省，商工省，道府県庁，取引業者，道府県農会が参加）に出席し

た。同協議会では農家生産物統制に関する件等が議題となった。１８日の日記

に「昨日ニ続キ，午前幹事会，午后全体会議…。議論ノアリシ生産統制問題出

ヅ。販売斡旋主任会ハ論客多シ」とある。１９日，温は帝農幹事一同と埼玉県

芝村長徳寺に行き，矢作先生のご令息の１００日祭に参列した。２０日は首相官

邸，文部，農林省に行き，若槻新内閣の政務官や参与官に挨拶した。２１日は

明日からの道府県農会幹事主任技師協議会の議題である蚕糸業組合について，

来会の長野県の伊藤千代秋技師，群馬県の山賀芳納技師，埼玉県の山田二郎技

師らと下協議を行った。

４月２２日より２５日までの４日間，帝農主催の道府県農会幹事主任技師協議

会が帝農事務所にて開催された。２２日，まず矢作会長が挨拶し，ついで，帝

１３）『帝国農会報』第２１巻第５号，昭和６年５月，１３１頁。
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農の庶務に関し増田幹事，農業経営について岡田幹事，調査に関し高島幹事，

販売斡旋に関し吉岡幹事が報告し，続いて協議事項�農会の事業進展に関する

件，�農業団体統制に関する件の説明，質疑があった。２３日は小平蚕糸局長，

明石蚕業課長が出席し，蚕糸業組合法（蚕糸業各分野包含の統一的カルテル

法，３月３０日公布，７月１５日施行）について質疑，２４日は石黒農務局長が

出席し，一場の訓示的挨拶，そして委員会が開かれた。温は第１の農会の委員

会に出席した。農会の事業改革については意見が多く，小委員会を選び，案の

作成を行った。２５日は午前中に協議会を終了した。１４）２５日の日記に「午前中ニ

協議会ヲ終了ス。今回ハ農会改造ヲ含ミタル産業統制問題ノミニ議論集中シタ

ルタメ，熱心ニシテ一同会期ヲ延長シタ。尚，有二，三十人別室ニテ硫安問題

ニ付，会長ト懇談ヲ遂ケ，会長ハ必要ニ応ジ道府県農会長会ヲ開クコトヲ声明

サル。硫安不買同盟問題ノ議論高カリシ」とある。２７日，温は上京中の笹井

幸一郎愛媛県知事に面会，２８日は午後１時農林省にて開催の米生産費調査主

任会議に出席し，帝農の方針を説明し，後，正副会長出席の下，幹事会を開

き，硫安問題対策を協議，３０日は幹事，参事会を開き，産業団体問題につい

て協議した。

５月も温は種々業務を行い，また出張した。１日は農林省に行き，有働耕地

課長に尾崎重徳の就職依頼，また，村上国吉代議士と農家負債問題の協議等。

５月３日，温は午前１０時東京発にて九州への出張の途につき，翌４日午前

９時４８分博多に着いた。温は福岡県庁にて開会の福岡県農会主催の青年篤農

家農業経営指導会１５）に出席した。翌５日，午前９時半より０時半まで温が「農

業経営と農政」について講演を行った。６日，温は午前８時２０分博多発にて

別府に向かい，午後１時別府に着し，松屋別館に宿泊した。翌７日，大分市の

県農会講堂にて開会の大分県農会主催農村経営研究会に出席し，大分市および

大分郡から来会の４３０余名に対し，午前９時より午後３時まで「農会の使命と

１４）『帝国農会報』第２１巻第５号，昭和６年５月，１２８～１３０頁。
１５）『帝国農会報』第２１巻第７号，昭和６年７月，１０６頁。
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農業経営」と題して講演を行った。８日は午前７時に出発し，東国東郡国東町

に行き，高等女学校にて開会の農村経営研究会に出席し，午後同郡から来会の

７２０余名に対し講演を行い，万歳楼に宿泊した。９日は午前７時，自動車にて

速見郡日出町に行き，同町小学校にて開会の農村経営研究会に出席し，来会の

５６０余名に対し，講演を行い，終わって別府に戻り宿泊した。１０日は午前６時

別府を出発し，９時直入郡竹田町につき，同町小学校にて開会の農村経営研究

会に出席し，来会の３６０余名に対し，午後３時まで約５時間講演を行い，岩城

屋に宿泊した。１１日は午前８時出発し，別府に戻り，休養した。また，農林

省技師の渡邊俣治が講演のために来たので，共に大分県知事を訪問した。１２

日は午前６時１０分出発し，南海郡佐伯町に行き，同町役場楼上にて開催の農

村経営研究会に出席し，来会の３４０余名に対し，講演を行い，宿泊した。１３

日は午前８時過ぎ臼杵町に行き，旧城跡甘堂館にて開会の農村経営研究会に出

席し，来会の２００名弱に講演を行った。この日の日記に「来会者二百名弱…。

農会気分冷淡ナル町村農会多シ。正九時開会…。本日ハ地方人政治趣味ヲ考ヘ，

農政問題ヲ多ク加味シタルカ，非常ニ熱心ナリシ。中学校ノ運動始リ十一時ニ

テ中食トシ，午后ハ会場ヲ郡農会楼上ニ変更シ，后五時閉会…。山田屋ニテ慰

労会」とある。終わって別府に帰り，宿泊した。１４日は宇佐郡糸江村の松崎

正行（自作農）の経営を視察し，別府に宿泊した。１５日は終日温泉にて休養

し，また，著書の第２章の改作を行った。１６日１２時３０分発の紅丸にて愛媛

に向かい，午後６時半高浜港に着し，石井村の自宅に帰宅した。１７日は終日

在宅し，野口，尾崎の来客に対応した。１８日は松山市に行き，県農会，県庁

を訪問し，知事，内務部長らに面会し，１９日は温泉郡農会，県農会を訪問

し，中堅人物養成について打ち合わせを行った。

５月１９日，温は午後６時５０分発の屋島丸にて上京の途につき，翌２０日午

前６時半神戸につき，４５分発の３等特急に乗り帰京し，午後５時東京に帰宅

した。２１日以降，帝農の業務を種々行った。２２日は経営主任協議会の議案作

成，また，正副会長出席の下，幹事会を開催し，関西府県農会協議会の決議事

１４ 松山大学論集 第２０巻 第４号



項について協議等をした。２３日は民政党の小山邦太郎，渡邊泰邦代議士らが

来会し，正副会長に対し，官吏の減俸問題への帝国農会の態度を質問されてい

る。２５日は農林省における米生産費調査主任者会議に出席し，温は帝国農会

の調査方針を説明した。なお，この日，官吏の減俸問題について対立が激化し

た。この日の日記に「減俸問題ニ対シ，鉄道及逓信省全員ト政府ト正面衝突ト

ナル」とある。２６日は午後６時より在京評議員会を開催し，関西府県農会協

議会の決議事項について協議し，８農区より運動委員の上京を求め，運動する

ことにした。２７日は八基村調査（埼玉県）の編集，２８日も同様，また，産業

組合主催の二八会に出席，また，土井代議士が来会し，農家の負債整理問題を

協議，２９，３０日も八基村調査等，３１日は千葉県に行き，同県の農業関係技術

者協会に出席し，２時間ほど米生産費について講演した。

６月も温は種々業務，農政運動を行い，また，よく原稿を執筆した。１日は

農会時報の起稿，また，午後５時より学士会館にて矢作先生の還暦の祝賀

会，２日も農会時報の起稿を行い，また，正副会長出席の下幹事会を開催

し，８大農区代表運動委員召集を１１日からと決めた。３，４日も農会時報の

起稿，５日は幹事会を開き，時事問題の運動方針を協議，６日も幹事会を開

き，来たる１１日より運動に着手する諸問題を協議，また，米穀政策と系統農

会の進展の原稿執筆，７日は終日在宅し，原稿の執筆等をした。

６月８日から１０日まで帝農主催の道府県農会農業経営主任者協議会を開催

した。協議事項は�農業経営改善指導事業進展に関する件，�生産統制に関す

る件，�米生産費調査に関する件，であった。また，引き続き，１０日の午後

より１２日まで帝農事務所にて農林省主催の道府県農会農家経済調査主任者協

議会が開催された。石黒農務局長が訓示を述べ，協議事項は�農家経済調査カ

ード様式に関する件，�農家経済調査に地主の経済状況調査を増加する件，で

あった。１６）１０日の日記に「午后二時半開会。農林省ノ会議トナル。石黒局長訓

１６）『帝国農会報』第２１巻第７号，昭和６年７月，１１９～１２３頁。
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示…大ニ官僚式ヲ発揮ス」とある。そして，１２日に主任者協議会が終了した。

この日の日記に「昨日局長ノ態度ニ引代へ，本日ハ一切ノ誤解モ解ケ意思疎通

ノ状態ニテ散会シ一同大ニ満足ス」とある。

６月１１日から３日間，８大農区代表道府県農会長協議会が開催された。１１

日，各農区の代表として，山形の青木源三郎，長野の山本荘一郎，埼玉の石坂

養平，愛知の松山兼三郎，岐阜の松岡勝太郎，滋賀の松原五百蔵，兵庫の長島

貞，京都の大島国三郎，愛媛の門田晋，広島の麦生富郎，新潟の山谷与一，島

根の岡本善久，等々が参集し，正副会長，幹事らと財政，行政，税制に関する

件並びに最近の農政問題に関する件を協議し，次のような決議を行った。前者

については�農林商工両省の合併は反対であること，�行政と農会の事業分野

を明らかにし，農業の指導奨励は専ら農会が当るようにすること，�農業に対

する補助金は減額せず，増額すること，�農業者の負担を軽減すること，後者

については，�朝鮮および台湾米の移入制限，�硫安価格の最高価格を決定す

る法律の制定，�農家負債整理，�繭価対策，�鉄道運賃の引き下げを決議し

た。１７）翌１２日，運動委員は民政党本部および安達内相を訪問し，郡農会廃止反

対，農林商工両省合併反対等の陳情を行い，１３日に運動委員は矢作会長とと

もに農林省を訪問し，町田農相，松村次官に面会し，陳情し，さらに政友会本

部を訪問し，陳情した。１８）１４日は全国町村長会依頼のパンフレットの原稿執

筆，１５日は運動委員とともに大蔵省を訪問し，田次官に陳情した。１６日はパ

ンフレットの原稿の執筆等，また午後６時より教育会館における農村青年指導

に関する座談会に出席，１７日はパンフレットの原稿を完成し，さらに「我国

体ト小農制」の原稿執筆を始めた。１８日は幹事会を開き，農村問題対策を協

議した。１９日は農会改造論を起草し，また正副会長出席の下，幹事会を開き，

道府県農会長会議開催を協議した。２０日は農会改造論の執筆，２１日は大阪毎

日依頼の農会事情の執筆，２２日は農会改造論の執筆，首相官邸における国有

１７）『帝国農会報』第２１巻第７号，昭和６年７月，１～４頁。
１８）同，１１７～１１９頁。
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林野整理調査委員会に出席，２３日も同委員会に出席，２５日は八基村基本調査

の編集，２６日は正副会長出席の下，幹事会を開き，農林，商工合併反対およ

び農会問題について，道府県農会長会議を開催することを決めた。２７日は農

業年鑑編集の協議，八基村基本調査等，２８日も八基村基本調査等，２９日は農

業大学にて開催の全国農学校長会議に出席，３０日は午後６時より農産物規格

統一第１回協議会に出席した。

７月も温は種々業務，農林商工両省合併反対の運動を行い，また，出張し

た。１日は帝農幹事会を開き，道府県農会長会議の議案を協議し，また午後は

工業倶楽部にて開催の貴族院議員の小作法研究会に出席，２日は幹事と農業団

体統制問題を協議，３日は農業年鑑の編集等を行い，午後は農相官邸における

国有林野整理調査委員会に出席した。４日は農林商工両省合併反対運動のため

に，農業各団体（帝国農会，中央畜産会，帝国水産会，産業組合中央会，帝国

養蚕組合，帝国耕地協会，養鶏組合中央会，帝国馬匹協会，中央獣医会等１１

団体）の協議を行い，規約その他を帝国農会が作成することを決定した。

７月６日より３日間，帝国農会は農林商工両省合併問題並びに農会問題に関

する道府県農会長協議会を開催した。６日午前１０時より矢作会長が挨拶をし，

議題の�農林商工省合併問題に関する件，�農会問題に関する件，が協議され

た。前者は吉岡幹事が，後者は温が提案説明を行い，委員会付託となった。ま

た，農会役員選挙に対する県当局の干渉が各地から報告された。翌７日，委員

会報告の後，農林商工両省合併反対，農会の大改造反対（郡農会の廃止）の決

議がなされた。また，農会役員選挙に対する県当局の干渉に関し，委員会が設

けられた。そして，午後，運動員を５組にわけ，各方面に陳情し，温は松岡ら

とともに，民政党，都新聞，朝日新聞，日々新聞社を訪問，陳情した。８日は

陳情委員７名と内相官邸に頼母木民政党総務を訪問し，農林商工両省合併反対

を陳情した。また，午後，農会役員選挙に関する官憲の干渉問題について決議

した。１９）９日は農業各団体代表（帝国農会等１１団体）が帝農事務所で会合し，

農林商工両省合併反対を決議し，代表者は総理，内務，農林各大臣，大蔵政務
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次官等を訪問，陳情した。２０）１０日は会長出席の下，幹事会を開き，農業各団体

会合の跡始末の協議等を行った。１１日は八基村調査の編集，１２日は農林商工

両省合併反対の理由書の執筆，１３日は来宅の渋沢八基村長と会合をし，明日

の調査の打ち合わせを行った。１４日，温は午前７時５０分発にて埼玉県八基村

に出張し，渋沢町長らと同村の調査資料の蒐集及び負債問題の打ち合わせをし

て帰京した。１５日は農林省の竹山属より農村計画策の集録を託され，また，

村上農政課長と農村計画問題の打ち合わせをした。１６日は村上国吉代議士作

成の負債整理案を協議し，また，農村不況打開策として道路改修案について意

見の交換を行っている。この日の日記に「村上代議士来会，負債整理案ヲ受取

リ意見ヲ交換ス。農村不況打開策トシテ一町村一万～二万円ノ道路改修案ニツ

キ意見ノ交換ヲナス」とある。後の時局匡救土木事業構想の萌芽である。

７月１７日，温は午後９時５５分上野発にて山形県農会大会に出席のために出

張の途につき，翌１８日午前７時山形に到着した。１０時より県会議事堂にて山

形県農会大会が開催され，１，７００有余名が出席し，大会宣言および農林商工両

省合併反対，米繭価対策，負債整理，農会問題等について決議した。実際は県

農会役員選挙に対する県の干渉への弾劾大会であった。この日の日記に「十時

ヨリ農会大会ニ出席ス。全県ヨリ千六，七百名来集。但シ，民政系ノモノハ出

席稀ナル由。表面ノ問題ハ現下ノ農政問題ナレドモ，事実ハ農会役員選挙ニ対

スル県干渉ノ弾劾的大会ナリ。政友会本部ヨリ東，東郷，片野三代議士出席。

午后政談会。民政党ヘモ交渉セシモ出席セズトノ回答ノ由。午前ハ宣言決議，

出席者意見ノ発表，自分ハ最後ニ単簡ノ挨拶ヲナス」とある。温は夜１０時２５

分発にて帰京の途につき，翌１８日午前８時上野につき，帰宅した。１９日は終

日在宅し，八基村基本調査の結論部分の執筆，２０日も八基村基本調査の執筆

を行い，また，幹事を集めて山形県農会大会の報告を行った。２１日は正副会

長出席の下，明日の道府県農会長大会の打ち合わせをした。

１９）『帝国農会報』第２１巻第８号，昭和６年８月，１３２～１３８頁。
２０）同，１３２頁。

１８ 松山大学論集 第２０巻 第４号



７月２２，２３日の両日，帝国農会は農林商工両省合併問題に関して，前回（７

月６～８日）の決議に基づき，第２次の道府県農会長協議会を開催した。２３

府県の代表が出席して，熱烈な議論を行い合併反対を決議し，大会を開くこと

を決め，また，農林大臣に陳情を行った。この日の日記に「道府県農会長会議

開催…。九州ハ佐賀一県，四国ハ高知一県，中国ハ岡山一県ノ出席。二十三府

県出席…。前例ナキ会長会議。十一時開会…。農林商工合併反対ニ熱烈ナル議

論アリ，農会大会開催ノ決議トナル。内部相談，来ル三十一日開会ト決シ，電

報ニテ通知ス。本日ハ全員農林大臣ニ面会シ，他ハ面会シ得ズ」とある。２３

日は３班にわけ，民政党の富田総務，首相官邸の川崎書記官長，民政党の頼母

木総務，安達内相，法制局武内長官，井上蔵相等を訪問，陳情した。温は富田

総務に面会し，合併反対を陳述した。

７月２３日，温は午後１時上野発にて福島県若松に出張の途につき，１０時若

松に着し，東山温泉に投宿した。翌２４日午前８時若松発にて河波郡野沢町に

行き，同郡農会のために午前１０時より午後４時まで講演を行った。不景気の

ために，来会者の顔色が悪かった。この日の日記に「来会者菜色アリ，一見経

済ノ不良ヲ感ゼシム」とある。終わって，東山に戻った。２５日，温は若松市

にて開催の北会津郡農会並びに福島県農会主催の農業経営合理化研究会に出席

し，午前１０時より午後３時まで農業経営合理化に関する講演を行った。２６日

も研究会に出席し，質問に答え，午後１時２０分若松発にて帰京の途につ

き，８時上野に着した。２７日は終日在宅し，八基村調査の結論部分の執筆等。

２８日は在京評議員会を開催し，加賀山辰四郎，岡本英太郎，池田亀治委員出

席の下，来る３１日開催の農業団体連合大会について協議した。加賀山，岡本

委員は「大会ニハ真実賛成ノ意ニアラザルガ如シ」であった。２９，３０日，幹

事会を開き，大会の準備等を行った。

７月３１日，農林商工両省合併反対の農業団体連合大会が東京赤坂三会堂に

て開催された。矢作会長が挨拶し，また座長となり，大会宣言決議を行い，総

理大臣や農林，大蔵等の各大臣，政党，新聞社を訪問，陳情した。２１）この日の

帝国農会幹事 岡田温� １９



日記に「農業団体連合（十一）大会ヲ赤坂三会堂ニテ開催…。七時半ヨリ出席

順序等打合セ。十時頃八百余名ニ達シタルヲ以テ，十時二十分開会ス。上下空

席ナシ。矢作氏ヲ座長ニ推シ，宣言決議…。直ニ各府県一名ノ実行委員ヲ挙ゲ

九班ニ分レ，総理以下各大臣，行財政整理委員，各新聞社ニ陳情…。会場ニハ

各団体ノ代表演説…。地方ノ代表演説ヲナス。午后三時頃，実行委員ノ報告ヲ

ナシ，更ニ演説ヲ続ケ，五時散会ス。順調ニ盛大ニ修了。弁当千余ヲ注文シ，

少シ余ル」とある。

８月も温は種々業務を行い，出張した。１日は農政協会常務員会を開催し，

菅野，松岡，麦生，大島，松山，原，南部及び臨時員として福井，門田らが出

席し，農政協会の根本問題を議論し，一層帝農が力を注ぐことを決めた。２日

は終日在宅し，中堅青年講習の準備，３日は八基村調査の原稿を脱稿，４日は

新潟，兵庫，愛媛への出張準備等をした。

８月５日，温は午前７時５分上野発にて新潟県に出張の途につき，午後３時

４４分田口に着し，赤倉温泉に宿泊した。６日，温は妙高小学校にて開催の新

潟県農会主催の夏季大会に出席し，午後１時半より４時半まで農業経営につい

て講演を行った。翌７日も午前８時半より１２時２０分まで講演し，午後２時田

口を出発，３時３８分直江津発にて兵庫に向かった。８日午前７時３８分明石に

着し，錦明館に投宿。９日温は明石中崎遊園地市公会堂にて開催の兵庫県農会

主催の郡市町村農会技術員講習会に出席し，来会の２４０余名に対し，午後１時

より３時まで農業経営の指導について講演を行った。２２）翌１０日も午前８時半よ

り１２時２０分まで講演し，神戸に出て，午後３時４０分紅丸にて愛媛に向かった。

８月１１日，温は午前４時高浜に着き，自宅に戻った。１２日から１６日まで

松山農学校にて開催の愛媛県農会主催中堅青年講習会が開催された。講習生は

男５８，女２７人で松山高等学校の北川淳一郎や温らが講師を務めた。温は１２

日は午前９時より２時間，１３日は午前９時より午後３時まで，１４日も午前９

２１）『帝国農会報』第２１巻第９号，昭和６年９月，１２５～１２９頁。
２２）同，１２１頁。
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時より午後３時まで講演した。１５日は午後３時より桑原小学校に行き，有志

１００余名に対し２時間半ほど講演をし，農学校に戻り，講習生と夜間の作業に

も参加した。１６日は午前９時より２時間ほど講義を行い，午後証書授与式を

行った。１７日は１日休養し，１８日は伊予郡郡中町に行き，実業学校にて開催

の伊予郡農会主催の講演会に出席し，来会の青年，技術者有志１００余名に対

し，午前１０時より午後３時まで講演を行った。１９日は県庁，県農会，県試験

場を訪問，２０日は終日在宅し，野口文夫，武智二郎，中川明厚らの訪問客に

応対した。

８月２１日，温は午後５時石井発，１２時高浜発紫丸にて上京の途につき，翌

２２日１１時半神戸に着し，午後６時の３等寝台にて東京に向かい，２３日午前６

時横浜につき，娘綾子の結婚予定相手の小野基道に会い，帰宅した。

８月２４日から温は再び業務を始めた。２４，２５日は書類整理，種々の手紙を

出し，２６日は正副会長と農林商工合併問題，農会問題等の対策を協議し，ま

た農林省委託の農業基本調査書の検閲等。なお，この日，浜口雄幸前首相が死

去した。この日の日記に「浜口雄幸氏逝去」と記している。２７日は農業経営

成績パンフレットの検閲，農業年鑑の編集等，２８日も農業経営パンフの検閲

等。２９日は農業基本調査書類の検閲を行い，また，浜口前首相の告別式に参

列した。日記に「午后二時日比谷公園ニ於ル濱口前首相ノ告別式ニ臨ム。十数

万ノ人推寄セ，容易ニ入場スルヲ得ズ。暫ラク入口ニ推合ヒ，漸クニシテ入ル

ヲ得タリ。大隈侯以来ノ告別式ニテ，人格ノ力ノ偉大ナルヲ痛感セラル」とあ

る。３１日，小野基道が温宅を訪問し，禎子と３人で談話し，温は綾子の結婚

を決断している。

９月，温は種々業務を行い，また，出張した。１日，農業基本調査書の検閲

を行い，また，午後６時より中央亭にて開催の全国米穀販売購買聯合会（５月

２５日認可）の開店披露会に出席した。２日は終日農業基本調査書の検閲を行っ

た。３日は農村計画書類の検閲，４日は農会時報の原稿執筆等，５日は農業経

営の原稿等，６日はキング１０月号の原稿等，７日は農村計画書類の検閲，ま
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た，経営審査常置員会を開催。８日は財政経済時報の原稿執筆，９日農会時報

の原稿執筆，小作法研究会に出席等。１０日は財政経済の原稿執筆等を行った。

９月１０日，温は午後９時５０分上野発にて山形県に農会事件仲裁及び経営視

察のために出張の途につき，翌１１日午前７時山形に着した。この日は県庁に

行き内務部長を訪問し，農会紛擾問題の状況を聞き，ついで県農会長の青木源

三郎を訪問し，さらに飽海郡酒田に行き，本間光勇氏を訪問し，次の県農会長

引き受けにつき懇談し，午後５時４０分酒田発にて鶴岡市に行き，宿泊。１２日

は東田川郡渡前村新屋敷実行組合に行き，実行組合経営批判会に出席し，温も

１時間半ほど経営への批判論評を行った。終わって，鶴岡市に帰り宿泊。１３日

は西田川郡農会議員伊藤健吉，佐藤弥太右衛門等に面会し，山形県農会問題に

ついて懇談。１４日は東村山郡千歳村に行き，長谷川久次郎氏の経営を視察し，

その批判会に出席し，温が総評を述べた。なお，この日，山形県農会総会が行

われ，本間会長は決まったが，副会長人事は妥協がなされず，「先日来ノ斡旋

功ヲ奏セズ」の状況であった。１５日は東置賜郡屋代村に行き山川清次郎氏の

経営批判会に出席し，終わって，午後１１時発の汽車にて帰京の途につき，翌

１６日午前８時上野に着し，帰宅した。

９月１７日，温は出勤し，農村計画書類の校閲を行い，また，農林省に出頭

し，石黒局長，村上課長に山形県農会問題の報告等を行った。１８日は八基村

基本調査の校閲等を行った。

９月１８日，満州事変が勃発した。温の日記に「満州事変。夜半支那兵ガ満

鉄柳条溝陸橋ヲ爆発シタルニ端ヲ発シ兵ヲ交ユ」と記している。翌１９日の日

記に「満州事変号外ヲ読ムモ，戦争気分少シモ動カズ」とある。

９月２０日，温は東京朝日依頼の原稿の執筆を行い，また，午後３時より渋

沢敬三邸にて八基村調査披露座談会に出席，２１日は農村計画書類の検閲等，

２２日も農村計画書類の検閲を行い，また，副会長出席の下，明年度帝農予算

の基本条項を決定，２３日は帝農幹事会を開き，農家負債整理案等を協議，ま

た，午後在京評議員会を開き，岡本，池沢委員出席の下，明年度帝農予算その

２２ 松山大学論集 第２０巻 第４号



他を決定した。また，この日前帝農幹事の福田美知が来会し，来る帝農総会の

役員選挙（会長，副会長人事）について意見交換を行った。２４，２５日は風邪

のため，休養，欠勤。２６日，帝農事務所にて，全国評議員会を開催し，桑田，

岡本英太郎，池田亀治，池沢正一，八田宗吉，山田歛委員ら出席の下，明年度

予算，総会提出議案等を決定した。２８日も評議員会を開き，午後１時半議案

終了したが，農林商工両省合併問題が切迫していたため，会長帯同して，首

相，内相，蔵相を訪問し，合併反対を陳情した。

９月２８日，温は０時２０分東京発にて静岡県に出張の途につき，この日は沼

津に下車し，宿泊した。２９日は江尻（清水市）に行き，隣接の庵原郡袖師村

の小学校にて開催の庵原郡及び清水市の青年，一般農家５００余名に対し，午前

１１時半より午後３時半まで講演し，４時２０分江尻発にて帰京し，午後９時帰

宅した。

１０月も温は種々業務を行い，出張した。また，本月帝農総会が開催され，

民政党の横槍で矢作会長が辞任を余儀なくされた。１日は農村計画書の検閲

等，２日も農村計画書の検閲を行い，また，協調会依頼の原稿執筆等をした。

３日は国有林野整理委員会に出席した。

１０月４日，温は午前１０時東京発にて佐賀県に出張の途についた。車中，温

は著述の原稿執筆している。翌５日午前８時４０分門司につき，１０時半の汽車

にて佐賀に向かい，０時２０分到着し，宿泊した。６日，温は教員会館に行き，

佐賀県農会主催の郡町村農会技術員講習会に出席し，午前９時より午後４時ま

で講義を行った。７，８日も午前８時より午後４時まで講義を行った。９日，

温は午前１１時佐賀発にて博多に向かい，１２時半博多に着し，ただちに福岡県

庁にて開催の福岡県農会主催の青年篤農家農業経営改善指導会に出席した。翌

１０日，午前１０時より正午まで温が講演を行った。２３）１１日は糸島郡怡土村の生

田清六氏の大経営，前原町由比の末崎豊次郎氏の共同経営を視察し，博多に戻

２３）『帝国農会報』第２１巻第１２号，昭和６年１２月，１１７頁。
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り，午後８時発にて兵庫県に向かった。１２日午前１１時三宮に着し，大野支店

に投宿した。この日，増田昇一幹事が特殊任務－安藤副会長が辞任のため，副

会長人事の件－を帯びて，温に会いに来た。この日の日記に「幹事（増田）特

殊用務ヲ帯ビテ来兵。密会，密談。后六時三宮ニテ増田幹事ト会合シ，宿ニ同

道投宿ス。右ハ安藤副会長留任セザルコト確実トナリ，今回ノ会合ノ対策ノ打

合セノタメナリ。安藤氏辞任トナレバ，帝農役員選挙ノ問題ハ混雑セン」とあ

る。１３日，兵庫県農会主催の緊急関西府県農会懇談会（兵庫，京都，大阪，

奈良，三重，愛知，滋賀，岐阜，鳥取，岡山，広島，山口，和歌山，香川，愛

媛，高知，徳島）が開催され，深刻な農村不況への応急策，米価対策，硫安輸

入制限，今後の農政運動等が協議された。２４）帝農側から温が出席したが，帝農

に対し，厳しい質問がなされた。１３日の日記に「産業会館楼上ニテ，関西二

府十七県農会役職員及議員懇談会ヲ開催シ，出席。静岡県ハ欠席。山脇廷吉氏

ヲ座長ニ推シ，協議会ヲ開ク。帝農ニ対シ質問又ハ詰問多カリシガ一切応酬

ス。四時閉会，五時ヨリ平和楼（支那料理）ニテ懇親会アリ。開会前，永島，

麦生，大島三君ヲ大野屋支店ニ行キ増田幹事ニ面会セシム。蓋シ，同幹事ノ使

命ハ一本ノ手紙ニテ事足ル事項（安藤副会長辞意強固ノ件）」とある。１４日も

懇談会が続いた。強硬意見が出て，２府１６県農会の代表者が上京し，当局に

運動することを決定した。この日の日記に「午前九時ヨリ開会。二部ニ分レ委

員会ヲ開ク。硫安問題ト帝農役員選挙問題ヲ中心トス。硫安問題ニ対シ，増田

幹部ノ手紙ガ却テ議論ノ種子トナリ，一層強硬論出デ，結局十八日二府十六県

農会ヨリ各一名代表者出席シ当局ニ運動スルコトヽナル。右ハ直ニ電話ニテ帝

農ニ通ス。役員問題ハ具体化セズ。午后五時閉会ス」とある。終わって，温は

午後８時神戸発に乗り込み，帰京の途についた。

１０月１５日，温は午前１０時半帰宅し，その後帝農に出勤し，副会長出席の

下，幹事会を開き，関西府県農会の運動員上京に関し，全国農会長会は開かず

２４）『帝国農会報』第２１巻第１１号，昭和６年１１月，９４頁。
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に，関西府県農会の運動のみとすることを決めた。１６日，温は農林省に松村，

西村両次官を訪問し，関西府県農会の状況及び硫安問題について話し，また，

石黒農務局長に面会し，硫安問題，帝農役員問題について懇談した。１７日は

地代論の執筆，１８日，関西２府１７県農会の代表１２名が上京し，帝農事務所

にて正副会長，幹事に面会し，松岡，長島が神戸における決議事項を陳情し，

運動方針を協議した。１９日，運動委員は農林大臣，商工大臣，政友会，民政

党本部に訪問し，硫安輸入許可制反対を陳情した。しかし，政府は硫安輸入許

可制をすでに決定し，阻止運動は実現しなかった。２５）その夜，７時より曙にて

農政協会理事会を開き，松岡，松山，麦生，原，山崎，大島出席の下，総会の

議案を協議した。２０日は文部省に三辺地方局長らに面会し，郡農会廃止問題

について意見を交換した。２１日は八基村調査の序文を執筆，また，農村計画

書類につき，農林省に送付した。２２日は桑田熊蔵特別議員（評議員）を訪問

し，関西における府県農会懇談会にての役員改選問題の空気（民政党が矢作会

長を政友会寄りとして交代させようとしていることへの反発）を説明し，役員

改選問題に対する意見を聞いた。桑田は「非常ニ心配サレ居ルモ，具体案ハ示

サズ」であった。２３日，温は西ヶ原に安藤広太郎副会長を訪問し，帝国農会

役員問題について協議した。副会長を辞任する安藤は後任に特別議員の月田藤

三郎（帝大農科大学卒業，農商務省農政課長等を経て，退官し，帝国農会特別

議員を務めていた）を後任に推薦する意思であり，温に同意を求め，温は了解

した。この日の日記に「西ヶ原ニ安藤氏ヲ訪問シ，帝農役員問題ニ付協議ス。

月田藤三郎氏ヲ副会長候補ニ推薦ノ意志ノ由ニテ同意ヲ求メラレ，即座ニ賛同

ス」とある。安藤副会長が月田を推薦したのは，「会長，副会長のうち，１名

は農学士でなければならない」２６）との考えからであった。２４日，温は矢作会長

宅を訪問し，総会対策の協議を行った。この日の日記に「出勤。途次，矢作会

長ヲ其邸ニ訪問シ，関西府県会長会以来ノ来ル総会ニ対スル各方面ノ情報ヲ話

２５）『帝国農会報』第２１巻第１１号，昭和６年１１月，９４～９５頁。
２６）『帝国農会史稿 記述編』４７１頁。
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シ，会長ヨリ古在，桑田両氏トノ交渉ノ状況ヲ話サレ，総会対策ノ協議ヲナ

ス」とある。２５日は終日在宅し，実業日本社依頼の原稿を執筆した。２６日は

午後１時より在京評議員会を開催し，総会提出議題を協議した。この時，会長

候補の選考で紛糾した。それは，民政党が同派に所属する評議員を招いて，極

力，「政友会系人物」と目されていた矢作会長をやめさす働きかけを行い，ま

た，この日，町田農相は自ら牧野忠篤子爵を訪れ，帝農会長就任を懇請してい

たからであった。２７）２７日，全国評議員会が開催され，総会提出議案を審議し

た。この日，温は役員選挙に関し，桑田熊蔵，山田歛の両元老と懇談し，ま

た，評議員会後，安藤副会長，岡本英太郎，山田歛らとも協議した。この時，

初めて月田藤三郎が副会長候補の議題に上った。この日の日記に「全国評議員

会。明日ヨリノ総会提出案件ヲ審議ス。桑田，山田両元老ト役員選挙ニ付懇談

ス。閉会後再ビ安藤，加賀山，岡本，山田及幹事ト明日総会ノ打合ヲナス。副

会長候補ヲ月田藤三郎氏ト初メテ協議題ニ上ル。今夜東京会館ニテ，民政党ノ

山道幹事長ノ名ヲ以テ民政党帝農議員ヲ招待ス。山田歛氏モ加ハル」とある。

１０月２８日より４日間，第２２回帝国農会通常総会が帝農事務所にて開催さ

れた。２８日午前１１時開会し，矢作会長の挨拶，吉岡幹事が４月以降の会務報

告を行い，その後，会長選挙に入ったが，下相談のため，一旦休会となり，午

後２時開会し，動議により副会長選挙と合わせて，詮衝委員１２名（山田歛，

森円蔵，小野寺篤四郎，田中喜太郎，小林嘉平治，井上英次郎，恒松於兎二，

山田庄市，中島忠六，高田耘平，八田宗吉，加賀山辰四郎）を選び，詮衝に

入った。２８）民政側は政府側（町田農相）と策動し，会長牧野子爵，副会長岡本

英太郎で猛運動をしたため，開会前までは現状維持が大勢であったが，形勢急

転し，結局，詮衝委員会ではまとまらず，閉会となった。閉会後，詮衝委員の

折衝が続き，午後８時頃政友会の八田宗吉の譲歩により，牧野会長，月田副会

長と決まった。この日の日記に「午前十一時開会…。諸般ノ報告アリ。終テ役

２７）『帝国農会史稿 記述編』４６９～４７０頁。
２８）『帝国農会報』第２１巻第１２号，昭和６年１２月，１４～１５頁。
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員選挙下相談ノタメ休会トス。午后二時開会。各農区ヨリ一名ヅヽ，特別議員

ヨリ三名ノ詮衝委員ヲ挙ゲ協議ス。昨夜来，民政側，政府筋ト策動シ，牧野子

爵（長）ト岡本英太郎（副）推薦ノ猛運動ヲナシ，開会前マデ現状維持ノ大勢

ナリシガ形勢急転ス。午后四時開会。委員ヨリ詮衝未了ヲ告ゲ閉会トナシ，詮

衝委員ニテ折衝ヲ続ク。八時頃ニ至リ，八田氏ノ譲歩ニヨリ牧野氏会長，月田

氏副会長ト決ス。幹事一同，矢作前会長宅ヘ挨拶ニ行ク。八田氏，安藤氏会ス」

とある。２９日は総会の２日目で，役員詮衝委員会の結果が報告され，議題と

なった。しかし，現状維持の政友派と牧野会長，岡本副会長を推す民政派が激

しく対立し，人事は紛糾した。結局，矢作会長の推薦によることになった。こ

の日の日記に「午前十時ヨリ開会ノ筈ナリシガ，会長問題紛糾シ，現状維持

派，牧野推薦派ノ交渉マトマラズ，更ニ副会長ハ政府筋ハ岡本英太郎氏ヲ推

シ，政友派，特ニ特別議員派ハ月田氏ヲ推シ，交渉ノ結果，午后三時頃ニ至

リ，会長牧野忠篤，副会長月田藤三郎ト決シ，右ハ矢作旧会長指名ノ形式ニヨ

リ決定スルコトナリ。矢作会長ヨリ右指名シ，満場一致ニテ決定。夫ヨリ各議

案ノ議事ニ入リ，一時間程ニテ一読会ヲ終リ，委員付托トス」とある。３０日，

総会開始前，新正副会長が帝農職員を集めて挨拶を行い，また，矢作前会長も

辞任の挨拶をした。温は感無量であった。この日の日記に「自分ハ矢作博士ノ

懇請ニヨリ大正十年五月就任シ，以来師事シタルガ，今ハ感無量」とある。そ

の後，１０時から総会の３日目，各部委員会が開催され，温は米穀政策および

負担軽減の建議委員会に出席し，終日説明した。終わって，夕刻，幹事４人

（温，増田，高島，吉岡）にて矢作，安藤の旧正副会長宅を訪問し，挨拶をし

た。３１日，午前１０時半より総会が開催され，予算案，農林大臣諮問案，各種

建議案等が可決，決定された。

さて，この昭和農業恐慌下，第２２回帝国農会総会で決議された諸建議は，

「米穀政策ニ関スル建議」「農家負担軽減ニ関スル建議」「農家負債整理ニ関ス

ル建議」「農家生産物輸出促進ニ関スル建議」「農産物関税ニ関スル建議」「農

業団体補助金ニ関スル建議」「郡農会ニ関スル建議」「地方庁ノ勧農行政ニ関ス

帝国農会幹事 岡田温� ２７



ル建議」「硫安問題ニ関スル建議」で，多岐にわたっていた。このうち，「米穀

政策ニ関スル建議」は次の如くであった。２９）

「昨秋来米価ノ大暴落ニヨリ農家ハ極度ノ窮迫ニ陥レルニ際シ，本年ノ収穫

予想平年作以下ナルニ拘ハラス，米価ハ依然低落ヲ続ケ米穀法発動ノ基礎タル

最低価格ニスラ達セサルノ状況ニシテ農家ノ苦悩実ニ言語ニ絶ス。

依テ政府ハ米穀政策トシテ左ノ如ク応急，恒久ノ対策ヲ実現シ，以テ農家救

済ニ資セラレンコトヲ望ム

甲 応急策

一，政府ハ今回百万石ノ米買上ヲ決定セラレタルニ拘ラス，米価ハ却テ低

落ヲ来セルノ状況ナルヲ以テ米穀法ノ精神ニ則リ速ニ買上ヲ続行セラレ

タキコト

二，外米輸入税引上期間ヲ更ニ延長セラレタキコト

三，農家ノ売急キ防止ノ目的ヲ以テ，特ニ米穀ニ対シ低利資金ヲ融通セラ

レタキコト

乙 恒久策

一，第五十九議会ニ於テ改正セラレタル米穀法ノ運用ニ関シ，昭和七年度

以降ハ其ノ産米価格ノ最低基準決定ノ基礎トシテ米穀生産費ヲ加ヘラレ

タキコト

二，朝鮮，台湾ヨリノ移入米数量ノ増加カ内地米価ニ著シキ影響ヲ及ホス

ニ至リタルハ実ニ顕著ナル事実ナルヲ以テ適当ナル方法ニ依リ内地ト朝

鮮，台湾トノ米穀政策ノ統制ヲ図リ以テ米価ノ維持ニ寄与セラレタキコ

ト」

この米穀政策についての建議は，内地米の更なる買上げ，外米輸入税の存

続，低利資金の融通，内地米買上げ基準について米穀生産費を要求し，また，

植民地米について，前年度は月別平均移入の微温的な建議に代わり，植民地米

２９）『帝国農会報』第２１巻第１２号，昭和６年１２月，５頁。
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の移入制限を求めたものであった。

１１月も温は種々業務を行い，また，出張した。１日は午前１０時２０分より

帝国農政協会総会を開催した。２８名の委員が出席し，活発な議論がなされた。

この日の日記に「農政協会総会開催。土屋代議士ヲ初メ，議員多数出席シ，例

年ヨリ真面目ニ協議ヲナス。岡田庄平氏ノ動議ニヨリ，委員ヲ挙ゲ，農政協会

ノ更世〔更生〕発展策ヲ考究スルコト丶ナリ，左ノ諸氏ヲ指名ス。宮城県笹森，

茨城県谷津，千葉石井，新潟岡田，神奈川飯田」とある。２日は渋沢栄一子爵

重態の報を受け，飛鳥山の別邸を訪問した。

１１月３日，温は０時４０分東京発にて愛知県に出張の途につき，午後４時４０

分名古屋に到着し，シナ忠支店に宿泊した。４日，温は西春日井郡坂井村に行

き，同郡町村農会総代及び役職員会に出席し，午後１時から３時まで来会の

４００余名に対し，農業経営と農政について講演を行い，名古屋に戻り，宿泊。

５日は午後海部郡津島町に行き，同郡町村農会総代及び役職員会に出席し，午

後３時より４時半過ぎまで講演し，名古屋に戻り宿泊し，翌６日午前１０時５５

分名古屋発の特急にて帰京の途につき，午後４時５０分東京に着し，帰宅し

た。

１１月７日以降，温は種々業務を行った。７日は月田副会長出席の下，幹事

会を開き，北海道，青森の凶作実況視察等を協議した。８日は終日在宅し，地

代論の執筆，９日は昭和６年度の優良郡市町村農会の表彰文を作成し，また，

月田副会長出席の下，幹事会を開き，常務についての打ち合わせを行った。１０

日は表彰文の作成，蚕業新報依頼の原稿の執筆等を行い，午後７時から日比谷

山水楼にて農政記者の招待会を開催した。１１日は渋沢栄一子爵逝去（９２歳）の

ため，渋沢邸を訪問，１２日は八基村基本調査の補足，表彰農会の選考会等を

した。１３日は農林省を訪問し，荷見米穀課長と岡本参与官に面会し，１１月中

に米穀買上げをなすよう強要し，また，対馬技師に面会し，米生産費計算に小

作料を１０ヶ年平均米価にて換算するように交渉した。１４日は農林省に行き，

石黒農務局長を訪問し，米穀買上げを要望した。また，月田副会長とともに牧
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野会長を訪問し，会長に対し，１６日から開催の米穀委員会にて米穀買上げを

主張するように依頼したが，会長の態度は不明であった。この日の日記に「農

林省ニ農務局長ヲ訪問シ，米買上問題ニツキ希望ヲ述ブ。局長ハ買上ニ意ア

リ。月田副会長ト西大久保ノ牧野会長邸ヲ訪問シ，十六日ノ米穀委員会ノ開催

并ニ同会ニテ米買上ノ主張及従来米ニ対スル農会ノ歴史ヲ述ベ，買上ニ関スル

主張ヲ依頼シ〔タガ〕，会長意志伺ヒ難シ」とある。１５日は青山斎場における

故渋沢子爵の告別式に出席，１６日は本日開会の第３３回米穀委員会のため，山

田歛氏と米穀買上げ要求の打ち合わせ，また，牧野会長，池田氏とも同問題に

ついて，協議した。なお，米穀委員会では，米穀輸入関税を現行のまま一年間

延長することを決めたが，第２次米穀買上げは決めなかった。３０）また，この日，

在京評議員会を開催し，昭和６年度の表彰優良郡市町村農会，北海道，青森県

の凶作対策，前正副会長記念品贈呈，米買上げ問題を協議した。１７日は八基

村調査の編集等，１８日は牧野会長宅を訪問し，米穀委員会の状況を聞いた

が，町田農相は米穀買上げの決心を述べたが，１１月中の買上げには難色を示

したとのことであった。１９日は終日在宅し，地代論の執筆，２０日は町田農相，

牧野会長に至急米穀買上げのために米穀委員会を開催するよう督促した。２１

日は農業経営設計書の検閲等，２２，２３日は終日在宅し，地代論の改稿等を

行った。２４，２５日は帝農にて農業経営審査会を開催し，昭和７年度農業経営

設計書（１９７戸）の審査を行った。３１）２６日は禎子を伴い，新宿御苑の観菊会に

出席。２７日は正副会長出席の下，幹事会を開き，青鹿副参事より青森県，北

海道の凶作視察の報告を受けた。大正２年凶作以上の惨状とのことであった。

２８日は八基村調査の序文の執筆等，２９日は農会時報の年頭所感等，３０日は八

基村調査の序文の執筆等を行った。

１２月も温は種々業務を行った。１日は八基村調査の序文の執筆等をしたが，

神経痛のため午後２時より帰宅した。２～６日は神経痛のため欠勤し，電気療

３０）『帝国農会報』第２１巻第１２号，昭和６年１２月，１３２頁。
３１）『帝国農会報』第２２巻第１号，昭和７年１月，１３３頁。
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養を行った。なお，温が病気欠勤中の５日に第３４回米穀委員会が開催され，

米価調節のため昭和５年産及び６年産の内地米を１５０万石買上げることを決め

ている。３２）７日から温は出勤し，この日，副会長と米買上げについて意見の交

換を行った。８日は欠勤し，海南新聞，愛媛県農事報の原稿執筆等，９日は八

基村基本調査の手入れ等。

１２月１０日は第８回米穀調査会総会が首相官邸にて開催され，若槻会長，町

田副会長，各委員が出席し，温も幹事として出席した。総会では諮問第３号「朝

鮮米の内地移入の統制に関して執るべき方策如何」（朝鮮米移入の月別平均化

以外に執るべき方策），第４号「米穀法第３条の規定による許可に関し執るべ

き方策如何」（外米輸入の許可条件），第５号「米穀の数量調査の改善に関し執

るべき方策如何」（米穀の産額，朝鮮，台湾よりの移入高，内地在米高の正確

な調査方法）が出され，若干の質疑の後，諮問案は１７人の特別委員会に託さ

れた。３３）１１日は午後米穀調査会の特別委員会があり，出席した。

１２月１１日，満州事変が政界に波乱を呼び，若槻民政党内閣が総辞職した。

それは，内相の安達謙蔵が政友，民政両党の協力内閣を主張したため，若槻が

安達の辞職を求めたが，拒否され，閣内不統一で総辞職となった。この日の日

記に「安達内相，協力内閣提議ノタメ内閣総辞職トナル」とある。

１２月１２日，帝農に青森県会議員５名が来会し，牧野会長，月田副会長及び

幹事と面会し，青森県の凶作救済に対する陳情を聞いている。なお，この日，

組閣の大命が犬養毅政友会総裁に降りた。日記の欄外に「組閣の大命，犬養政

友会総裁に降る。午後八時参内」とある。

１２月１３日，犬養政友会内閣が成立した。温は犬養首相や閣僚に祝辞を送っ

ている。この日の日記に「政友会単独内閣成立。不取敢，犬養総理，床次，鈴

木，鳩山，三土，高橋，秦，前田，山本氏ヘ祝電ヲ発送ス」とある。１４日も

新内閣の砂田，東郷，安藤３政務官に祝辞を発している。

３２）『帝国農会報』第２２巻第１号，昭和７年１月，１２８頁。
３３）同，１２７～１２８頁。
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１２月１５日午前１１時より，帝農は事務所にて，第１回肥料調査委員会を開

催し，矢作栄蔵，佐藤寛次，千石興太郎，麻生慶次郎，石坂養平らの委員，農

林省から山中肥料課長，川崎技師，帝農から正副会長，幹事の出席の下，「今

回の硫安輸入許可制度に対し農会として採るべき方策に関する件」を協議し，

小委員会を設けて研究することにした。１６日は実科問題で文部省を訪問し，

また，農林省に行き，石黒忠篤新農林次官に挨拶。１７日は雑事，１８日は小野

基道の見舞い，１９日は農林省に行き，米穀課長と米生産費問題について協議，

また，副会長出席の下幹事会を開催，２０日は内外財界，実業日本の原稿執筆

等，２１日は帝国農政協会の委員会を開催し，松山，麦生，原鉄五郎出席の

下，幹事らと更生策について協議した。２１日は農業経営審査常置委員会を開

催し，設計書の審査を行い，承認した。また，農政協会の委員会を開き，明年

道府県農会長会議前後に開会することを決めた。２３日は矢作，安藤前正副会

長を招待し，謝恩の午餐会。２４日は農林省に出頭し，砂田政務次官らに挨拶。

１２月２５日午前９時東京発特急にて帰郷の途につき，午後５時２０分大阪に

下車し，すみれ丸に乗船し，翌２６日午前９時４０分高浜に着き，県庁，県農会

により，帰宅した。２７日は終日在宅した。この日，小作米の件について，小

作側（日野道得）と地主側（大西健多，万福寺）の双方から意見を聞いている。

小作側は小作料２割減額の要求であった。２８日は県庁に出頭。２９日は原稿執

筆。また，この日，地主側の大西，万福寺が来会し，小作料２割減額の意思な

きことを回答している。３０日は種々買物，また，小作人日野を招き，地主側

の意向を伝えている。３１日は越年の準備をした。

第２節 講農会，東京帝国大学農学部実科独立運動関係

温は講農会会長を続け，また，実科教育内容の改善および実科独立運動に取

り組んだ。その結果，本年漸く大蔵省に実科独立予算が認められた。

まず，実科内容の改善について。２月１４日，温は駒場交友会副会頭・原鉄

五郎宅に行き，宗正雄教授，渡邊俣治，谷口俊一（大正１０年実科卒）らと会
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談し，実科改善には佐々木喬農場長を更迭しなければ根本的に改善されえない

との結論に達している。２１日に温は原とともに大学に行き，古在由直前総長

と町田氏を訪問し，実科改造につき，懇談した。また，２６日には駒場に佐々

木農場長を訪問し，実習改正問題について協議したが，佐々木教授から実習改

正の具体案の作成を要請された。３月１，２日，温は実科実習改善案を作

成，４日には谷口と，５日には宗教授，谷口と協議した。この時，学生の農場

長不信任がでており，温も賛成している。この日の日記に「宗正雄教授，谷口

俊一君来宅。実科農場改善ニ関スル協議ヲナス。学生ノ農場長不信任提出ニ賛

同ス」とある。６日には実科の学生，須賀田らが来宅し，実習改善に関する嘆

願書について協議した。また，温は実習改善に関する具体案を佐々木教授に書

留にて送付した。８日，谷口俊一が来会し，学生の嘆願書について，温は総長

にではなく，農学部長のみに提出するよう求めている。１４日，宗教授が来宅

し，各教授に嘆願書をだすことに承諾を求められ，反対したが，遂に承諾し

た。この日の日記に「宗先生来宅。実科問題ニツキ懇談。教授ニ書面提出ノ承

諾ヲ求メラレ，相当争ヒシモ其熱心ニホダサレ，賛意ヲ表ス。蓋シ今後心配」

とある。１５日，谷口俊一，須賀田らが来宅し，各教授に書面提出については

やめるよう説得し，１６日にも運動の緩和を求めた。２１日，駒場に行き，宗教

授，藤巻雪生，谷口俊一と農場長更迭問題を協議した。藤巻が更迭に強硬意見

であった。

実科独立運動について。６月２２日午後６時より帝農事務所にて駒場交友会

幹事会を開き，１３名が出席し，実科独立問題について協議し，２９日に帝農に

て駒場交友会を開催した。そして，７月２日，温は中村理事，奥野幹事と文部

省を訪問し，河原会計課長，赤間専門学務局長，木村実業局長に面会し，実科

独立予算の計上を陳情した。この日の日記に「中村君，奥野君ト文部省訪問。

河原会計課長，赤間専門学務局長，木村実業学務局長ニ面会。実科問題ニ付，

本年モ例年ノ如ク予算提出ト文部省ノ熊度ニツキ希望ヲ述べ意見ノ交換ヲナ

ス」とある。７月５日，午後１時より帝農にて交友会総会を開き，運動方針を
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協議し，臨時運動委員の召集を決定した。２１日には，地方の委員が上京し，

西大路会頭，原副会頭が委員を率い，２１，２２日の両日，文部省，大蔵省を訪

問し，田中文部大臣，田政務次官らに陳情した。８月２日には原，中村，奥野

が井上蔵相を訪問し，陳情した。また，古在前総長が病躯をおして，２日より

１５日まで連日大蔵省を訪問し，井上蔵相に陳情した。古在はその当初に於い

ては実科廃止論者であったが，最後には実科同情論者となり，頑強な井上蔵相

に働きかけたのだった。３４）８月２８日にも駒場交友会幹事会を開き，西大路，中

村，藤巻，渡邊ら１２名が集まり，運動を協議し，９月５日にも交友会幹事会

を開き，西大路，原，藤巻，渡邊ら１２名が集まり，運動方針を決定した。温

は麻生学部長の担当となり，９日駒場に麻生学部長を訪問，陳情した。ま

た，９月，原，中村，奥野は文部，大蔵当局に交渉した。そして，１０月，文

部省予算に実科新営費として，実科独立予算が計上された（日にち不明）。１０

月２１日，駒場交友会幹部会を開き，実科問題の運動経過を報告し，今後の対

策を協議した。そして，ついに１１月大蔵省にて独立予算４５万円が承認された

（日にち不明）。３５）しかし，不幸にして，民政党内閣は１２月１１日総辞職し，実

科独立案は存亡の危機になった。だが，組閣早々の犬養内閣に働きかけ，漸く

予算案に盛り込まれた。１２月２３日午後５時より交友会幹事会開催。実科独立

予算成立の状況を報告した。

第３節 家族のことなど

家族関係では，長女の末光清香（明治２８年３月２１日生まれ，３５歳）は末

光家で子供３人（照香，権一郎，満子）を育てている。

次女の禎子（明治３５年２月２日生まれ，２８歳）は，温と同居し，作家とし

て活動し，戯曲，小説を多数発表し続けている。禎子に中川明厚との結婚の話

があったが，進展しなかった。

３４）駒場交友会『母校独立運動記念号』昭和１１年，２９３～２９８頁。
３５）同，３５０～３５１頁。
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４女の綾子（明治４１年１０月１日生まれ，２２歳）は，昭和４年３月に帝国

女子専門学校を卒業し，引き続き，東京に居たが，本年４月愛媛の実家に帰郷

した。その綾子に縁談が進んだ。相手は新居郡選出の元衆議院議員小野寅吉の

次男，小野基道（明治３７年２月１７日生まれ，この時２７歳）である。基道は

横浜の神奈川病院に勤務していた。愛媛に帰郷中の８月１９日，温は県庁に行

き，栗林義春，宮崎清治に面会し，綾子と基道の縁談について依頼した。２１

日，温は上京の途についたが，２３日横浜に下車し，神奈川病院に基道と初対

面した。この日の日記に「午前六時横浜着…。小野基道君待合セ居リ，神奈川

病院ニ行ク。…小野君トハ初対面ナレドモ，結婚問題ニ付宮崎君ヨリ其意ヲ通

シアル筈ナルヲ以テ，互ニ或意味ヲ含シテ対談ス。一時間余リ話シタルモ，別

ニ不快ヲ感ジタルコトナシ。大体醇良ナル好青年ナリ。尚十余町隔リタル分院

ニ行キ，談話ヲ続ケ，患者ノ室ヲ巡視ス。脳病者ガ将棋ヲ指シツヽアリシ。来

ル三十日，東京ニ出テ訪問スルトノコトニテ之ヲ約シ，横浜駅ニ出テ帰宅ス。

十時過ナリシ」とある。３１日に温宅に基道が訪問し，温は禎子とともに面会

した。良い印象で，結婚の決心をしている。この日の日記に「小野基道君来宅。

一昨日ノ手紙ノ行違ニテ一昨夜上京セシ由…。禎子ト三人ニテビールヲ飲ツヽ

二時余リ談話シ帰ル。本日ノ会談ニ於テモ，淡白ニテ義侠的気分ノ豊ナ人物ラ

シ。禎子ノ意見モ談合進行ニアリ。自分モ愈決心シ，直ニ手紙ヲ認メ，岩子ニ

決心ヲ通ス」とある。そして，９月６日に仲介の栗林義春へ縁談承諾の手紙を

出し，９日に小野基道にも縁談了解の手紙を出した。２４日に小野家からも結

婚承諾の正式の申し込みがあった。だが，その後，１２月小野基道が病気にな

り，結婚を躊躇した。１２月１０日に禎子が入院中の基道を横浜脳病院に見舞っ

た。この日の日記に「横浜脳病院ニ小野基道君ヲ見舞フ。当人ハ健康ノ自信ヲ

失ヒタルヲ以テ，結婚ヲ恐レ，躊躇ノ様子。近々親父寅吉君上京ノ由。右ニ対

シテ大ニ研究ヲ要スルコトナル…。聊カ閉口」とある。１４日に温は来会の父

親小野寅吉と面会し，結婚問題を協議した。また，この日綾子より心配の手紙

が来ている。１８日に温は横浜の神奈川病院に基道を見舞った。基道の病気は
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快方に向かっていたが，病院の事務を執るにはまだ早いとのことであった。温

は結婚を１ヶ年ぐらい延期することを考えた。そして，１９日小野寅吉を訪問

し，結婚問題（延期）を協議した。

長男の慎吾（大正元年８月２３日生まれ，１８歳）は，昭和５年３月松山中学

を卒業し，４月１７日上京し，受験勉強を続け，本年３月１９日に東京帝国大学

農学部実科の入学試験があり，２１日合格した。この日の日記に「慎吾，九番

ノ成績ニテ合格ス。右ニテ我家ノ重大問題ノ一ツガ解決ス。蓋シ，最後ノ学校

ノ入学ノ能否ハ，当人并ニ一家ノ前途ニ大関係ヲ有スレバナリ」とある。そし

て，温は４月４日，安藤広太郎を訪問し，慎吾の保証人を頼んでいる。
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